
パソコンを用いた新しい環境教育を是非ご活用ください 
地球環境問題が深刻化し、学校現場での環境教育の必要性も一層増してきました。私たちは、

そんな社会の要求に応えるため、新しい環境教育プログラムを考案しました。このプログラム

の特徴は、学習効果を高めるべく、学校生活における二酸化炭素の排出量を、やさしいソフト

ウエアを利用して生徒自らが求めることにあります。現在、当プログラムの実施対象校を募集

しておりますので、多くの学校関係者の方々にご協力いただければ幸いです。 

LCA 環境教育プログラム 

かかかばばばんんんののの中中中でででももも温温温暖暖暖化化化？？？！！！   
学学学校校校生生生活活活かかからららののの温温温室室室効効効果果果ガガガスススををを減減減らららせせせ！！！   

   
～～～実実実施施施対対対象象象校校校募募募集集集のののおおお知知知らららせせせ～～～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ プログラムの概要 
ライフサイクルアセスメント（Life 

Cycle Assessment，以下 LCA と略しま

す）という言葉をご存知でしょうか？ 

LCA とは，製品やサービスの環境への影

響を定量的に算出する方法です。この方

法の特徴は、製品やサービスの製造から

使用，廃棄までの一連の過程（これをラ

イフサイクルと呼びます）を考慮して隠

れた環境影響までを知り得ることにあり

ます。例えば、私たちが何気なく利用し

ている鉛筆やノートも、その製造や廃棄

の段階で二酸化炭素（CO2）を排出して

います。そんな隠れた排出を LCA によって知ることが出来るのです。現在，LCA は国際標準化機構（ISO）

の規格として認められており，企業の環境報告書など多岐にわたって利用されています。当プログラム

では、この LCA を使って、学校生活における CO2 排出量を生徒自身の手で求めさせ実感させることに

よって、学習効果を高めることを狙いにしています。 

 

Ⅱ プログラムの流れ 
第一時限 LCA についての講義 

LCA の考え方を，身近にあるペットボトルや携帯電話などの具体的な例を挙げて，わかりやすく説

明します。これらの製品の原料となる石油や金属鉱石が掘り出され、製品に加工され、私たちの手元

に届き、最終的にゴミとして捨てられたり、再度資源として活用されたりするまでを見据えて、私た

ちは環境影響を考える必要があります。講義を通して、生活のあらゆる場面において、このようなラ

イフサイクル全体を考慮して、ものを見たり考えたりする力を培います。 
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第二時限 パソコンを用いた LCA 実習 

LCA の考え方を理解した上で、文房具など生徒のかばんの中に入っているものを対象とし、それら

のライフサイクルを通した CO2 排出量を生徒各々が自ら計算します。当研究室が開発したソフトウエ

アを使い、まずは、生徒が所有物の種類や個数などをパソコンに入力し現状の CO2 排出量を求めます。

次に、所有物を節約したり長持ちさせたりすることで、どの程度の CO2 削減につながるかをシミュレ

ーションさせ、日常生活での改善点を生徒自らに考えさせます。 

 

Ⅲ カリキュラムへの応用 
 当プログラムは，総合的な学習の時間や課外授業で行うほかに，社会科や理科などの一般科目のカ

リキュラムに組み込むこともできると考えられます。学習指導要領との関連についてお知りになりた

い場合は、末尾の問合せ先までご連絡ください。 

 

Ⅳ 募集要項 
 

実施対象校 神奈川県／東京都の中学校または高校（域外の場合もご相談に応じます） 

実施時期 随時（夏休みなどの長期休暇中でも可能です） 

実施場所 貴校 

必要時間数 通常の授業時間（45～50 分）2～3 コマ（ご相談に応じます） 

諸費用 学校側で負担いただくことはありません。 

パソコン室 生徒 1 人につき 1 台、パソコンを使える環境が必要です。 
 

・ 神奈川県/東京都以外の学校におきましても，日程や旅費などの条件があえば実施可能ですの

でご相談ください． 

・ 学校以外での実施のご希望がありましたら別途ご相談ください． 

・ 具体的な実施日程、場所、時間数などについては、ご相談の上、決定いたします。 

 

Ⅴ 個人情報の取り扱いについて 
本プログラムの内容を、より教育効果の高い充実したものにするために、簡単なアンケート調査にご

協力いただきます。得られた調査結果は本藤研究室で責任を持って管理し、教育効果の分析以外の目的

で使用することはありません。 

 

Ⅵ 応募／お問い合わせ先 
本プログラムの実施をご希望の方は、主担当者である平山までご連絡をお願い致します。また、講義

の詳細や日程などについてご質問やご不明な点ありましたらお問い合わせください。 

  


